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今
月
の
表
紙
は
、『
黒
酢
に
果
物
を
漬

け
込
ん
だ
「
生
フ
ル
ー
ツ
黒
酢
」
の
開

発
と
販
路
開
拓
』
で
平
成
22
年
３
月
に

国
の
地
域
資
源
活
用
事
業
計
画
に

認
定
さ
れ
た
「
福
山
黒
酢
株
式
会
社
」

代
表
取
締
役
社
長 

津

曲

泰

作 

さ
ん

で
す
。 

平
成

15
年

11
月
よ
り
、
玄
米
黒
酢

「
桷
志
田
」
を
販
売
。「
平
成

16
年
度

鹿
児
島
県
新
ふ
る
さ
と
特
産
品
コ

ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
受
賞
」、「
平
成

17

年
度
か
ご
し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン

ク
ー
ル
特
産
品
協
会
理
事
長
賞
受

賞
」
と
、
鹿
児
島
の
「
ふ
る
さ
と
特
産
品

コ
ン
ク
ー
ル
」に
お
い
て
２
年
連
続
受
賞

の
高
評
価
を
得
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
黒
酢
料
理
の
発
信
基
地
と
し

て
、
平
成
17
年
、
黒
酢
レ
ス
ト
ラ
ン･

黒

酢
本
舗
「
桷
志
田
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
壷

畑
見
学
と
食
事
、販
売
を
合
わ
せ
た
営
業

戦
略
を
展
開
中
で
す
。 

＜企業概要＞ 

「
生
フ
ル
ー
ツ
黒
酢
」
は
、
福
山
町
の

醸
造
メ
ー
カ
ー
と
し
て「
よ
り
ヘ
ル
シ
ー

で
飲
み
や
す
く
、
料
理
に
も
使
え
る
黒

酢
」
を
提
供
す
る
と
い
う
基
本
理
念
か

ら
、生
の
果
物
を
直
接
漬
け
込
む
こ
と
で

黒
酢
の
味
わ
い
と
果
物
の
持
つ
“
香
り
”

と 

“
甘
み
”を
併
せ
持
つ
栄
養
豊
富
な
新

飲
料
と
し
て
開
発
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
防
腐
剤
を
使
用
し
な
い
等
の
工

夫
を
重
ね
な
が
ら
、既
存
商
品
に
対
し
て

の
競
争
力
を
培
う
と
と
も
に
、健
康
志
向

の
高
い
中
・
高
年
層
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
デ
パ
ー
ト
や
高
級
ス
ー
パ
ー
、

健
康
食
品
専
門
店
等
で
の
販
売
の
ほ
か
、

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
販
売
、さ
ら
に
は
海
外

へ
の
展
開
を
図
る
な
ど
積
極
的
な
販
路

開
拓
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
、
地
元
生
産
者
や
鹿
児
島

県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
鹿
児
島
商
工

会
議
所
、か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、大
学
と
の
共
同

研
究
で
黒
酢
飲
用
効
果
を
科
学
的
に
裏

付
け
る
等
、製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に

取
り
組
み
た
い
と
の
こ
と
で
す
。 

～･

～
～･

～･

～･

～･

～･
～･
～･

～	
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昨年の九州新幹線の全線開業は､新しい交通手段の供給

であり､「新幹線で鹿児島に行ってみよう」という消費者の需

要を掘り起こした｡今後､こうした新幹線効果を一時的なものではない､いわば「本物」と

化していくためには､当地の街としての差別化を一段と進めることが重要であると思う｡ 

まず､当地を離れて東京について考えてみる｡いうまでもなく､東京は世界有数の巨大都

市である｡しかし､東京は､小都市あるいは街によって構成されているとみなすことができ

る｡そして､その多くの街は､それぞれ異なるアイデンティティを発揮している例が多い｡ 

例えば､渋谷､銀座､秋葉原､巣鴨を挙げてみたい｡それぞれに訪れる人々の層にはかな

り明確な違いがある｡渋谷は若者中心で特に大学生や高校生が主体である｡銀座は世代を

問わず､多くの人が集まる｡秋葉原はいわゆるマニアと呼ばれる人が主体の街である｡巣鴨

は「おばあちゃんの原宿」と呼ばれているが､女性のシニア層が多く集うところである｡ 

このように､それぞれの街に異なる層の人々が訪れるのは､そうした層にとって魅力のあ

る街作りを行ったからである｡街作りといっても､いったん作って終わりということではなく､

そこに集まる人々のニーズにこたえる､また潜在的なニーズをうまく引き出すという工夫や

努力を継続的に行うことが前提になる｡ 

このように東京の小都市あるいは街には､その魅力を理解しているコアなファンがいる｡

コアなファンが感じている魅力とは､私は､その街だけにあって他にはない「店」ではない

かと考えている｡多くのファンがいる店には､そこにしかない独特の品ぞろえ､商品に関する

店の人の豊富な知識､それを前提にした店の人とのコミュニケーションが確立している｡ 

この場合､地元のお客さんの多くがファンになっているような店であれば､観光客も興味

を持つであろう｡現在は､多様な価値観を持った観光客が､それぞれに旅先の街そのもの

を楽しむケースが増えている｡私自身も､旅先では､観光客をメイン・ターゲットにしている

店よりも､地元の人達が楽しんで普段使いしているような店の方に自然と足が向く｡ 

当地では､今後､それぞれの店が自らの魅力を一段と磨いて､地元のファンを増やし､そ

れが街としての一層の差別化に繋がっていくことで､新幹線効果をさらに大きくかつ持続的

なものにできるのではないかと思う｡ 

日本銀行 

鹿児島支店長 家 田 明 

街の差別化について 
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平
成
23
年
12
月
７
日（
水
）
、
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
に
お
い
て
、

か
ご
し
ま
食
と
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
（
委
員
長 

侯
德
興
鹿
児
島
大
学
農
学
部

教
授
）
と
（
財
）
か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
、「
か
ご
し
ま
食
と

健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

「
食
と
健
康
」
に
対
す
る
消
費
者
や
事
業
者
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、
鹿
児
島
の

次
代
の
産
業
を
担
う
新
た
な
バ
イ
オ
・
食
品
産
業
群
の
創
出
を
目
的
に
、
大
学
等
や

企
業
の
研
究
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
先
端
バ
イ
オ
・
食
品
技
術
の
研
究
事
例
な
ど
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

鹿
児
島
大
学
、
北
海
道
大
学
、
県
外
企
業
１
社
、
県
内
企
業
１
社
に
よ
る
４
テ
ー

マ
の
講
演
と
９
企
業
（
講
演
者
を
含
む
）
に
よ
る
パ
ネ
ル
発
表
や
新
製
品
の
試
飲
・

試
食
が
行
わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

め
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
抗
酸
化
作
用
と
し
て
、
血
中

過
酸
化
脂
質
上
昇
抑
制
作
用
と
し
て
効
果

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
サ
ミ
ン
の
抗

疲
労
作
用
と
し
て
モ
ニ
タ
ー
試
験
を
行
っ
た

と
こ
ろ
疲
労
・
睡
眠
・
美
容
の
項
目
で
体
感

の
改
善
が
認
め
ら
れ
た
結
果
が
出
ま
し
た
。 

そ
の
他
、セ
サ
ミ
ン
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
代

謝
促
進
作
用
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
下
作

用
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
機
能
性
を
含
む
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。 

今
後
も
、「
食
と
生
活
を
通
じ
て
健
康
と

美
を
支
え
る
」こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
研
究
を

続
け
て
い
き
ま
す
。 

で
す
。
北
海
道
大
学
で
は
、
褐
藻
類
だ
け
に

含
ま
れ
る
フ
コ
キ
サ
ン
チ
ン
を
一
日
２
㎎
、

16
週
間
食
べ
る
実
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
体

重
や
内
臓
脂
肪
の
低
下
が
見
ら
れ
、
抗
肥

満
、
抗
内
臓
脂
肪
の
機
能
性
を
有
す
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ウ
ス
で
の
実

験
で
は
、
抗
糖
尿
病
の
機
能
性
も
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。 

現
在
、
フ
コ
キ
サ
ン
チ
ン
の
粉
末
化
を
図

り
、
機
能
性
食
品
素
材
の
開
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

 

●
講
演
内
容
● 

大
型
褐
藻
は
沿
岸
環
境
の
保
全
に
必
要

で
あ
り
、
魚
な
ど
の
採
卵
場
所
、
幼
魚
の
生

育
場
所
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
褐
藻
の
炭
酸
ガ
ス
吸
収
能

力
は
非
常
に
高
く
、
成
長
速
度
が
速
い
こ
と

か
ら
、バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
も
有
望
な
素
材

①
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
の
褐
藻
の
魅
力 

北
海
道
大
学
大
学
院
水
産
科
学
研
究
院 

教
授 

宮
下 

和
夫 

氏 
ゴ
マ
は
太
古
よ
り
良
質
な
食
用
油
脂
を

供
給
す
る
貴
重
な
作
物
と
し
て
、
世
界
中
で

食
さ
れ
、
ま
た
、
多
種
類
の
成
分
を
含
有
す

る
た
め
非
常
に
栄
養
価
も
高
く
、
医
薬
品
と

し
て
も
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

セ
サ
ミ
ン
は
ゴ
マ
に
含
ま
れ
る
リ
グ
ナ
ン

の
一
種
で
す
が
、
近
年
、
多
岐
に
わ
た
る
生

理
活
性
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
サ
ン
ト
リ
ー
で
は
、
セ
サ
ミ
ン
の

機
能
性
に
早
く
か
ら
着
目
し
て
研
究
を
進

②
ゴ
マ
の
健
康
成
分
「
セ
サ
ミ
ン
」
の
研
究
開
発 

サ
ン
ト
リ
ー
ウ
エ
ル
ネ
ス
株
式
会
社 

健
康
科
学
研
究
所 

課
長 

中
井 

正
晃 

氏 

鹿
児
島
大
学
侯
研
究
室
で
は
、
食
品
の
健

康
増
進
機
能
・
安
全
性
を
動
物
実
験
か
ら
細

胞
・
タ
ン
パ
ク
質
・
遺
伝
子
に
至
る
ま
で
網

羅
的
に
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い

ま
す
。こ
れ
ら
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、

食
品
素
材
の
機
能
性
と
そ
の
科
学
的
な
根

＜西山理事長あいさつ＞ 

＜宮下  和夫  氏＞ 

＜中井  正晃  氏＞ 

③
焼
酎
粕
及
び
そ
の
処
理
物
の
免
疫
増
強
能 

鹿
児
島
大
学
農
学
部 

教
授 

侯 

德
興 

氏 
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拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
安
全
か
つ
健

康
増
進
が
図
れ
る
高
機
能
の
食
品
開
発
に

応
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、
未
利

用
食
資
源
に
お
い
て
は
、そ
の
機
能
性
を
明

確
に
す
る
こ
と
で
食
品
化
で
き
れ
ば
、
産
業

面
・
環
境
面
で
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。 

焼
酎
粕
は
、サ
ツ
マ
イ
モ
由
来
の
成
分
や

発
酵
に
利
用
さ
れ
る
米
由
来
物
質
に
加
え
、

麹
菌
と
酵
母
と
い
う
２
種
類
の
微
生
物
に

よ
る
複
雑
な
代
謝
を
経
る
こ
と
で
生
産
さ

れ
た
多
様
か
つ
高
機
能
な
物
質
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
食
品
利
用
が
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
今
回
は
、
焼
酎
粕
及
び
そ
れ
を
水
熱
処

理
し
た
物
に
各
種
試
験
を
行
い
、
免
疫
増
強

能
と
し
て
抗
炎
症
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
機

能
性
を
含
む
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、

焼
酎
粕
を
含
む
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
飲
料
を
服

用
後
の
腸
内
細
菌
を
解
析
す
る
こ
と
で
、
善

玉
菌
の
顕
著
な
増
加
と
悪
玉
菌
の
減
少
傾

向
が
見
ら
れ
、整
腸
作
用
の
機
能
性
も
見
い

だ
し
ま
し
た
。 

西
酒
造
で
は
、
従
来
の
発
酵
も
ろ
み
を
そ

の
ま
ま
蒸
留
し
て
焼
酎
を
製
造
す
る
方
法

と
異
な
り
、
発
酵
も
ろ
み
を
固
液
分
離
し

て
、
液
部
と
固
形
部
を
別
々
に
蒸
留
す
る
こ

と
で
焼
酎
粕
を
ゼ
ロ
に
す
る
新
規
焼
酎
製

造
法
を
開
発
し
ま
し
た
。 

こ
の
製
造
法
に
よ
り
、
新
タ
イ
プ
の
芋
焼

酎
が
得
ら
れ
、
ま
た
、
液
部
蒸
留
後
の
残
液

「
も
ろ
み
エ
キ
ス
」
、
固
形
部
蒸
留
後
の
残
渣

「
も
ろ
み
フ
ァ
イ
バ
ー
」も
得
ら
れ
ま
し
た
。 

「
も
ろ
み
エ
キ
ス
」に
は
、ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
、
各
種
ア
ミ
ノ
酸
や
ミ
ネ
ラ
ル
等
機
能
性

を
持
つ
成
分
を
含
ん
で
お
り
、サ
ラ
ダ
の
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
等
の
調
味
料
素
材
と
し
て
利

用
や
健
康
飲
料
へ
の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま

す
。「
も
ろ
み
フ
ァ
イ
バ
ー
」
に
は
、
サ
ツ

マ
イ
モ
由
来
の
植
物
繊
維
が
含
ま
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
機
能
性
を
有
し
て
い
ま
す
。 

パ
ネ
ル
発
表
で
は
、
講
演
で
述
べ
ら
れ
た

試
作
品
や
商
品
等
が
４
件
、か
ご
し
ま
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
の
研
究
開
発
助
成
事
業
等

に
採
択
さ
れ
た
企
業
か
ら
３
件
、
当
セ
ン

タ
ー
の
支
援
を
受
け
た
企
業
か
ら
１
件
、国

の
支
援
制
度
か
ら
「
地
域
資
源
」
の
認
定
を

受
け
た
企
業
か
ら
１
件
、
合
計
９
件
の
パ
ネ

ル
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

各
ブ
ー
ス
で
は
、
新
商
品
等
の
試
飲
や
試

食
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
企
業
担
当
者
と

活
発
な
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
パ
ネ
ル
発
表
の
テ
ー
マ
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。 

【
重
点
業
種
研
究
開
発
支
援
事
業
】 

①
紫
外
線
域
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
照
射
に
よ
る
高
糖

度
ト
マ
ト
の
実
現 

鹿
児
島
高
槻
電
器
工
業(

株) 

【
地
域
資
源
活
用
新
事
業
創
出
支
援
事
業
】 

②
本
枯
れ
か
つ
お
節
を
活
用
し
た
か
つ
お 

せ
ん
べ
い 

中
原
水
産(

株) 

【
地
域
資
源
活
用
・
農
商
工
等
新
事
業
創
出
支

援
事
業
】 

③
米
粉
を
利
用
し
た
商
品
展
開 

小
城
製
粉(

株) 
【
当
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援
】 

④
機
能
性
が
優
れ
た
さ
つ
ま
い
も
を
使
用
し 

た
麺 

(

株)

唐
船
峡
食
品 

【
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
（
国
）
】 

⑤
「
黒
酢
に
含
ま
れ
る
ア
ミ
ノ
酸
」
と
「
青

梅
に
含
ま
れ
る
ク
エ
ン
酸
」を
活
用
し
た

梅
黒
酢
等
の
商
品
開
発
と
販
路
開
拓 

(
株)

福
山
物
産 

 

●
パ
ネ
ル
発
表
● 

④
芋
焼
酎
も
ろ
み
粕
の
新
食
品
素
材
化 

西
酒
造
（
株
）
生
産
部
研
究
開
発
課 

主
任 

園
田 

直 

氏 

ま
た
、
他
に
も
保
水
性
、
保
油
性
が
あ
る

こ
と
で
物
性
改
善
性
能
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

実
際
に
、さ
つ
ま
あ
げ
や
パ
ン
等
に
も
ろ

み
フ
ァ
イ
バ
ー
を
添
加
す
る
こ
と
で
機
能
性

と
物
質
改
善
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

販
路
開
拓
を
図
り
、
消
費
拡
大
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。 

＜侯  德興  氏＞ 

＜園田  直  氏＞ 
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な
ぜ
モ
デ
ル
事
務
所
だ
っ
た
の
か 

高
校
か
ら
始
め
た
陸
上
競
技
、
記
録
を

目
指
し
て
住
友
金
属
工
業
実
業
団
へ
。 

ア
ス
リ
ー
ト
初
期
に
し
て
引
退
、
結

婚
、
出
産
。
父
の
他
界
後
、
母
子
家
庭
で

育
ち
、大
家
族
に
憧
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

早
期
撤
退
。時
代
は
昭
和
の
末
。帰
鹿
後
、

パ
ー
ト
先
で
思
わ
ず
モ
デ
ル
ス
カ
ウ
ト
を

受
け
、丁
重
に
お
断
り
４
度
目
の
説
得
に

心
打
た
れ
、
モ
デ
ル
界
へ
。 

育
児
と
の
両
立
、体
育
系
の
筋
肉
質
＋

異
常
な
Ｏ
脚
＋
自
信
喪
失
真
っ
直
中
。

シ
ョ
ー
や
撮
影
を
幾
度
と
経
験
を
重
ね
る

中
で
気
付
き
が
生
ま
れ
、本
当
の
自
我
に

目
覚
め
、
奮
い
立
っ
た
の
が
「
恩
返
し
を

し
た
い
！
」。
後
に
恩
師
に
尋
ね
る
と『
恩

は
上
に
で
は
な
く
、
下
へ
返
す
も
の
』
平

成
元
年
「
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
誕
生
。 

他
業
種
に
取
り
組
ん
だ
理
由 

当
時
、芸
能
事
は
中
々
理
解
が
乏
し
い

時
代
。
本
業
を
も
っ
て
休
日
の
み
の
活

動
。
プ
ロ
に
な
れ
な
い
時
代
。 

鹿
児
島
在
住
で
モ
デ
ル
、タ
レ
ン
ト
活

動
を
本
業
に
す
る
こ
と
が
必
須
と
考
え
、

生
活
保
障
と
訓
練
を
か
ね
る
業
種
選
択
。

ブ
テ
ィ
ッ
ク
や
所
作
を
学
べ
る
料
理
店
を

運
営
。 

急
な
撮
影
等
で
も
お
互
い
の
シ
フ
ト
交

有限会社 ア ル テ ミ ス  

代表取締役 乙 守 三 千 代  

鹿児島市荒田１丁目2-15 2F 
Tel 099-254-9115 

Fax 099-254-9116 

URL http://www.artemis-grp.jp/ 
Eメール m-otomori@artemis-grp.jp 

替
を
可
能
と
し
、
何
よ
り
相
互
把
握
や
理

解
が
生
ま
れ
、
チ
ー
ム
意
識
が
活
気
を
呼

び
、
あ
る
店
舗
で
は
全
国
顧
客
満
足
度
１

位
の
表
彰
を
頂
き
、
大
き
な
励
み
と
な
り

ま
し
た
。 

芸
能
ス
キ
ル
を
学
校
、
企
業
研
修
へ 

前
記
の
育
成
法
に
賛
同
い
た
だ
い
た
全

国
の
企
業
、
学
校
か
ら
講
演
や
研
修
の
依

頼
が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
り
、就
職
面
接
、

新
入
社
員
、
中
堅
、
管
理
職
向
け
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
講
義
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

思
い
の
原
点
を
鹿
児
島
の
女
性
へ 

平
成
17
年
。
女
性
支
援
に
追
い
風
。
女

性
の
活
躍
の
場
を
提
供
し
た
く
開
講
に

至
っ
た
の
が
「
ハ
ン
サ
ム
・
ウ
ー
マ
ン
・
塾
」

薩
摩
の
伝
統
の
郷
中
教
育
を
現
代
版
に
ア

レ
ン
ジ
。
先
に
習
っ
た
者
が
後
世
に
教
え

伝
え
て
い
く
。
本
年
度
、
20
期
生
を
迎
え
、

入
塾
動
機
を
達
成
し
、
司
会
、
講
師
、
起

業
と
自
己
実
現
し
て
い
ま
す
。 

塾
生
の
大
半
は
主
婦
、
母
親
が
多
く
、
子

供
た
ち
に
も
と
い
う
声
が
上
が
り
、平
成
19

年
に
幼
児
〜
小
学
生
対
象
の
『
ハ
ン
サ
ム
・

ジ
ュ
ニ
ア
塾
』
を
開
講
。 

モ
デ
ル
の
基
盤
で
も
あ
る
正
し
い
姿
勢

や
立
座
、
歩
き
方
、
発
声
等
を
身
に
つ
け
、

上
級
者
は
子
供
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な

り
、
小
学
校
で
実
際
に
伝
授
し
た
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
災
害
募
金
チ
ー
ム
と

し
て
受
付
、案
内
等
の
お
も
て
な
し
を
担
当

し
て
い
ま
す
。 

生
涯
の
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
恩

返
し
。
仲
間
と
共
に
地
元
か
ら
の
発
信
、
全

国
に
繋
げ
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 合言葉『かなわぬ夢などない』 

 合言葉『やりたいことはやれる時代にやろう！』 

鹿
児
島
を
元
気
に
す
る 

キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り 
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発
表
内
容 

〈
企
業
紹
介
〉 

上
下
水
道
等
の
電
気
計
装
設
備
工

事
、
九
州
電
力
様
の
発
電
・
変
電
・
通
信

設
備
工
事
、バ
イ
オ
に
よ
る
排
水
処
理
事

業
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。 

〈
商
品
開
発
の
き
っ
か
け
〉 

あ
る
半
導
体
工
場
様
よ
り
、
排
水
中
の

窒
素
を
除
去
で
き
な
い
か
と
の
相
談
を

受
け
鹿
児
島
大
学
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

研
究
開
発
の
第
一
人
者
で
あ
る
『
北
九

州
工
業
高
等
専
門
学
校
』
の
畑
中
千
秋

教
授
を
紹
介
さ
れ
、こ
れ
を
契
機
に
排
水

中
の
高
濃
度
窒
素
除
去
の
事
業
化
に
着

手
し
ま
し
た
。 

〈
商
品
の
特
徴
〉 

２
０
０
４
年
に
水
質
汚
濁
防
止
法
が

改
正
さ
れ
、窒
素
の
総
量
規
制
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。窒
素
は
乳
幼
児
の
健
康
を
害

す
る
こ
と
や
、公
共
流
域
に
流
入
す
る
と

富
栄
養
化
の
原
因
に
も
な
り
、赤
潮
や
ア

オ
コ
発
生
の
要
因
に
な
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。 

生
活
排
水
や
工
場
排
水
な
ど
の
窒
素

は
、微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
除
去
し

ま
す
。す
な
わ
ち
硝
酸
性
窒
素
は
そ
の
ま

ま
微
生
物
に
よ
り
窒
素
除
去（
脱
窒
）し
、

ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
は
硝
酸
性
窒
素
に

変
換(

硝
化)

し
た
の
ち
脱
窒
し
ま
す
。 

生
物
に
よ
る
硝
化･

脱
窒
に
は
種
々
の

方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
で
は
「
活
性

か
ら
も
空
気
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、さ
ら
に
効
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

「
中
空
糸
型
バ
イ
オ
リ
ア
ク
タ
ー
」は
、

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
た
め
、排
水

中
の
低
濃
度
か
ら
高
濃
度
の
窒
素
を
効

率
よ
く
高
速
で
除
去
で
き
、従
来
の
窒
素

除
去
装
置
に
比
べ
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
装

置
設
計
が
可
能
で
、装
置
ス
ペ
ー
ス
も
大

幅
に
低
減
で
き
ま
す
。
ま
た
、
窒
素
除
去

効
率
に
も
優
れ
て
い
る
の
で
装
置
の
設

置
費
用
、
維
持
管
理
費
用
と
も
に
非
常

に
経
済
的
で
す
。 

現
在
の
と
こ
ろ
、「
中
空
糸
型
バ
イ
オ

リ
ア
ク
タ
ー
」ほ
ど
効
率
の
良
い
バ
イ
オ

リ
ア
ク
タ
ー
は
な
い
も
の
と
自
負
し
て
お

り
、他
社
製
に
も
こ
の
よ
う
な
製
品
は
見

当
た
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

発
表
後
の
成
果･

感
想 

栄
電
社
が
「
電
気
設
備
事
業
以
外
に
、

排
水
処
理
事
業
を
し
て
い
る
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
」
と
の
お
声
か
け
と
、
励
ま

し
の
言
葉
を
沢
山
頂
き
ま
し
た
。 

今
後
の
展
望 

全
国
の
電
子
機
器
・
化
学
薬
品
・
食
品

加
工
な
ど
の
製
造
工
場
を
中
心
に
、
農
畜

産
業
や
産
業
廃
棄
物
処
理
業
な
ど
も
視

野
に
入
れ
、
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま

す
。 

汚
泥
法
」
が
広
く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
処
理
法
は
高
濃
度
排
水
に

向
か
な
い
こ
と
や
、反
応
槽
が
大
き
く
な

り
設
置
面
積
や
設
備
の
コ
ス
ト
が
か
か

る
な
ど
の
欠
点
が
あ
り
ま
す
。こ
の
欠
点

を
克
服
し
た
の
が「
中
空
糸
型
バ
イ
オ
リ

ア
ク
タ
ー
装
置
」
で
す
。 

本
装
置
は
、中
空
糸
に
付
着
さ
せ
た
微

生
物
で
排
水
中
の
窒
素
を
効
率
よ
く
除

去
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
本
来
、
中
空
糸

は
ろ
過
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
開
発
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、
本
シ
ス
テ
ム
で
は
微
生
物

の
担
体
（
微
生
物
を
付
着
さ
せ
る
も
の
）

と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
中
空
糸
を
使

用
す
る
と
単
位
容
積
中
の
接
触
面
積

(

微
生
物
が
付
着
す
る
面
積)

が
広
く
取

れ
る
た
め
水
処
理
効
率
が
上
が
り
ま
す
。

ま
た
、硝
化
槽
に
お
い
て
は
担
体
の
内
部

ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ 

 
 
 
 
 
 

コ
ー
ナ
ー 

76 
第
49
回
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ 

 
 
 
 

鹿
児
島
（
二
水
会
） 挨拶する満石社長 

〈高速･高濃度窒素除去システム〉 

「中空糸バイオリアクター」による

高速窒素除去システムの販路開拓 

 株式会社 栄電社 

   代表取締役 満石 公一 

   鹿児島市下荒田1丁目36番24号 

   TEL:099-250-3348 

   FAX:099-250-3374 

   E-mail: kawajih@eidensha-kk.co.jp 

   http://www1.bibiq.jp/eidensha/index/ 
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■
「富
久
屋
」の
持
つ
特
別
な
価
値 

「
富
久
屋
」
の
「
か
る
か
ん
」
は
、
他

に
は
な
い
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
全
て
自
然
薯
（
天
然
の
山
芋
）
の
み

を
使
っ
て
製
造
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
よ
る
独
特
の
食
感
が
好
評
と

の
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
過
去
に
は
全
国
菓
子
大
博
覧

会
で
の
受
賞
経
験
が
あ
り
、
さ
ら
に

「
天
保
年
間
創
業
」
と
い
う
長
い
歴
史

も
持
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
富
久
屋
」

の
お
菓
子
は
特
別
な
価
値
を
持
っ
て
お
り

そ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
競
争
力

に
な
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。 

■
ど
の
よ
う
な
方
法
で
開
設
す
る
か 

北
村
社
長
は
一
年
の
ほ
と
ん
ど
の
時

間
を
催
事
等
の
出
張
に
費
や
し
、
他
に
は

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
制
作
に
対
応
で
き
る
社

員
は
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
し
た
。 

そ
こ
で
私
達
は
最
初
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
制
作
業
者
へ
外
注
す
る
の
が
良
い
の
で

は
な
い
か
と
提
案
し
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
過
去
の
お
話
を
伺
う
と
、

実
は
以
前
に
外
注
に
よ
る
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
を
運
営
し
た
こ
と
が
あ
り
、そ
の
と
き

は
売
上
が
制
作
業
者
に
支
払
う
コ
ス
ト

に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
や
、制
作
業
者
の

対
応
の
遅
さ
に
不
満
を
感
じ
、
止
め
て
し

ま
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。 

次
に
、「
知
人
の
お
菓
子
屋
さ
ん
」
が

ど
の
よ
う
な
方
法
を
使
っ
て
い
る
の
か
を

尋
ね
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、「
お
ち
ゃ

の
こ
ネ
ッ
ト
」と
い
う
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
貸
店
舗
サ
ー
ビ

ス
）を
利
用
し
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。 

そ
こ
で
改
め
て
、外
注
し
た
場
合
と「
お

ち
ゃ
の
こ
ネ
ッ
ト
」な
ど
の
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
と
の
長
所
と
短

所
を
説
明
し
ま
し
た
。 

外
注
で
制
作･

運
営
す
る
と
、
完
成
度

は
高
く
な
り
ま
す
が
、運
用
費
が
発
生
し
、

業
者
の
対
応
に
よ
っ
て
は
前
回
同
様
に

不
満
を
抱
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
安

価
で
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で
北
村
社

今
月
号
も
前
号
と
同
様
、
ＥＣ
（
電
子
商

取
引
）コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
支
援
事

例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

■
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
し
た
い 

〜
有
限
会
社
富
久
屋
（ふ
く
や
） 

有
限
会
社
富
久
屋
は
、
鹿
屋
市
本
町

で
和
菓
子
の
製
造･

販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。
創
業
は
江
戸
時
代
の
天
保
年
間

と
い
う
老
舗
の
和
菓
子
屋
さ
ん
で
す
。 

最
初
に
相
談
が
あ
っ
た
の
は
、平
成
22

年
の
12
月
で
し
た
。 

北
村
祐
一
社
長
は
、催
事
に
出
品
す
る

た
び
に
お
客
様
か
ら「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
は
さ
れ
て
な
い
の
で
す
か
？
」と
尋

ね
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
従
来

の
お
客
様
か
ら
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
り
、

知
人
の
お
菓
子
屋
さ
ん
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
を
活
用
し
て
い
る
話
を
聞
か

さ
れ
、顧
客
の
要
望
を
満
た
す
た
め
に
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
必
要
な
の
で
は

な
い
か
と
思
案
し
て
い
た
そ
う
で
す
。 

長
の
ペ
ー
ス
で
更
新･

運
営
が
で
き
ま
す

が
、設
定
や
文
言
を
自
分
で
作
成
す
る
た

め
、完
成
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
完
成
度

も
低
く
な
り
ま
す
。 

双
方
を
検
討
し
た
結
果
、
北
村
社
長
は

ブ
ロ
グ
の
経
験
が
あ
り
比
較
的
パ
ソ
コ
ン

操
作
に
慣
れ
て
い
る
こ
と
と
、維
持
費
を

抑
え
ら
れ
る
こ
と
の
２
点
か
ら
、「
お
ち
ゃ

の
こ
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
し
て
北
村
社
長
自

身
で
制
作
す
る
こ
と
に
決
断
さ
れ
ま
し

た
。 ■

制
作
に
入
る
前
に 

制
作
に
入
る
前
に
、
ど
の
よ
う
な
コ
ン

セ
プ
ト
で
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
作
り
、
ど
れ

ぐ
ら
い
の
商
品
を
載
せ
る
の
か
を
検
討
し

ま
し
た
。こ
れ
に
関
し
て
は
、
当
初
か
ら
あ

る
程
度
の
顧
客
数
が
見
込
め
る
こ
と
と
、

北
村
社
長
が
多
忙
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、

シ
ン
プ
ル
に
要
点
だ
け
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

ペ
ー
ジ
作
り
で
、
商
品
数
は
少
な
め
で
の

ス
タ
ー
ト
で
良
い
の
で
は
な
い
か
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
し
た
。 

ア
ピ
ー
ル
の
具
体
的
な
例
と
し
て
、
次

の
２
点
は
必
ず
採
用
し
て
も
ら
う
よ
う
お

願
い
し
ま
し
た
。 

◆ 

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
「
天
保
年
間
創
業
」

の
老
舗
で
あ
る
こ
と
を
載
せ
る
。 

◆ 

か
る
か
ん
の
商
品
ペ
ー
ジ
で
、
100

％

自
然
薯
の
み
で
作
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
載
せ
る
。 

ネットショップのトップページ 
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ネットショップ 
「薩摩菓子所 富久屋」 http://fukuya.ocnk.net/ 

■
こ
れ
か
ら
の
目
標  

公
開
後
２
週
間
ほ
ど
で
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
か
ら
の
注
文
が
数
件
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
、当
初
の
想
定
ど
お
り
、ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
開
設
を
期
待
し
て
い
た
お
客
様
は
存

在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。 北

村
社
長
は
、
今
後
は
「
富
久
屋
」
で

扱
う
商
品
を
全
て
ネ
ッ
ト
販
売
で
き
る
よ

う
商
品
点
数
の
充
実
を
図
る
そ
う
で
す
。 

■
制
作
を
始
め
た
ら･

･
･
 

制
作
当
初
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
し
た

が
、
途
中
で
問
題
に
な
っ
た
の
が
画
像
の
準

備
で
し
た
。デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た

画
像
そ
の
ま
ま
で
は
サ
イ
ズ
が
大
き
す
ぎ

て
使
え
な
い
の
で
す
。 

そ
こ
で
、「
お
ち
ゃ
の
こ
ネ
ッ
ト
」
が
無
料

配
布
し
て
い
る
画
像
編
集
ソ
フ
ト
を
試
し

て
も
ら
い
、
画
像
の
圧
縮
方
法
と
、
さ
ら
に

画
像
の
中
の
一
部
を
切
り
取
る
方
法
も
習

得
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、基
本
レ
イ
ア
ウ
ト
を
崩
す
こ

と
な
く
好
み
の
写
真
を
挿
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

■
完
成
直
前
に
気
づ
い
た
問
題 

そ
の
後
は
順
調
に
進
み
、
忙
し
い
中
、
数

か
月
か
け
て
よ
う
や
く
公
開
で
き
る
状
態

ま
で
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

ま
ず
は
自
分
で
注
文
を
入
れ
て
一
連
の

流
れ
を
確
認
し
て
み
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
と
こ
ろ
、自
分
で
注
文
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
、日
常
の
メ
ー
ル
や
迷
惑
メ
ー
ル
に
紛

れ
て
し
ま
っ
て
注
文
メ
ー
ル
を
見
逃
し
て
し

ま
う
と
い
う
事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
メ
ー
ル
受
信
ソ
フ
ト
で
注
文

メ
ー
ル
の
み
別
フ
ォ
ル
ダ
に
受
信
す
る
設

定
と
、
ま
た
、
北
村
社
長
の
ア
イ
デ
ア
で
注

文
メ
ー
ル
を
自
動
的
に
携
帯
電
話
の
メ
ー

ル
に
転
送
す
る
よ
う
設
定
を
追
加
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。 

か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

７
名
の
Ｉ
Ｔ･

Ｅ
Ｃ
等
の
専
門
家
が
、
県
内

中
小
企
業
の
皆
様
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用

を
無
料
で
支
援
し
ま
す
。  

各
号
に
掲
載
さ
れ
た
支
援
事
例
を
ご
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

ご
相
談
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
も
っ
と 

 
 
 
 
 

活
用
し
ま
せ
ん
か
？ 

◆
連
絡
先 

電
話 

０
９
９-

２
１
９-

１
２
７
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
９-

２
１
９-

１
２
７
９ 

メ
ー
ル 

kisc@
po.kric.or.jp

 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

http://w
w

w
.kric.or.jp/ 

■
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
相
談
対
応
に
つ
い
て 

「
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
た
い
」

「
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
流
通･

広
告

な
ど
に
つ
い
て
知
り
た
い
」 

「
売
上
げ
の
伸
び
悩
み
の
対
策
を

助
言
し
て
欲
し
い
」 

と
い
っ
た
相
談
に
対
応
す
る
た

め
、
Ｅ
Ｃ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
の
「
始
め
方
」
や
「
改
善
ポ
イ

ン
ト
」
を
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。 

要点をきっちりアピール 

社名  有限会社 富久屋 

代表者  北村 祐一 

業務内容  和菓子の製造･販売 

所在地  鹿屋市本町４－１３ 

電話  0994-43-1211 

   

ＦＡＸ  0994-43-1250 



情報KISC  Jan.2012 10 

 

 

  

■
会
社
概
要 

シ
チ
ズ
ン
時
計
鹿
児
島
株
式
会
社
は
平

成
３
年
に
、
河
口
湖
精
密
株
式
会
社(
現:

シ
チ
ズ
ン
時
計
河
口
湖
株
式
会
社)

の
出

資
に
よ
り
設
立
。
東
市
来
町(

現:

日
置
市)

の
皆
田
工
業
団
地
で
操
業
を
開
始
し
、
腕

時
計
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト(

駆
動
装
置)

用
精

密
部
品
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

操
業
以
来
、
平
成
10
年
に
第
２
工
場
、

平
成
16
年
に
第
３
工
場
を
新
設
し
、
規

模･

加
工
領
域
を
拡
大
し
、
シ
チ
ズ
ン
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
中
核
的
生
産
拠
点
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

従
業
員
は
当
初
の
54
名
か
ら
現
在
で

は
330
名
に
増
え
、
年
間
の
売
上
は
２
億
円

か
ら
40
億
円
と
な
り
20
倍
に
伸
び
て
い
ま

す
。 

■
鹿
児
島
進
出
の
理
由 

20
数
年
前
、
河
口
湖
精
密
株
式
会
社

が
時
計
事
業
の
拡
大
を
計
画
し
ま
し
た

が
、
用
地
の
問
題
か
ら
工
場
の
拡
大
が
難

し
く
、
ま
た
製
造
業
の
多
い
関
東
・
甲
信
で

は
人
材
の
確
保
も
苦
戦
が
予
想
さ
れ
ま
し

た
。そ
こ
で
、全
国
で
工
場
候
補
地
を
探
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
現
在

当
社
の
立
地
す
る
東
市
来
町
（
現:

日
置

市
）
の
皆
田
（
か
い
だ
）
工
業
団
地
が
あ
り

ま
し
た
。 

最
終
的
に
用
地
・
人
員
の
確
保
に
目
処

が
立
っ
た
こ
と
と
、町
や
県
を
は
じ
め
と
し

た
地
元
自
治
体
が
非
常
に
協
力
的
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、当
地
へ
の
立
地
が
決
定
し

ま
し
た
。 

■
特
徴 

当
社
の
事
業
で
あ
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
部

品
の
製
造
は
非
常
に
小
さ
な
製
品
を
製
造

す
る
事
業
で
す
。
当
然
な
が
ら
そ
の
製
品

に
は
ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
精
度
が
求
め
ら
れ

ま
す
が
、
切
削
か
ら
歯
割
、
プ
レ
ス
、
表

面
処
理
、
熱
処
理
、
組
立
ま
で
す
べ
て
の
工

程
に
お
い
て
こ
れ
を
達
成
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
そ
れ
ら
の
部
品
を
製
造
す
る
だ

け
で
な
く
、製
造
す
る
に
当
た
っ
て
の
機
械

や
冶
工
具
類
、
計
測
器
類
に
い
た
る
ま
で

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
繕
、
改
良
な
ど
に
つ

い
て
も
内
製
化
を
推
進
し
、
材
料
の
状
態

か
ら
製
品
と
し
て
出
荷
さ
れ
る
ま
で
、
一

貫
し
た
体
制
の
も
と
安
定
し
た
供
給
を
続

け
て
お
り
ま
す
。 

■
今
後
の
展
望 

近
年
の
腕
時
計
は
時
間
合
わ
せ
の
手
間

の
い
ら
な
い
電
波
時
計
や
環
境
志
向
の
高

ま
り
か
ら
光
発
電
（
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
）
の

腕
時
計
が
人
気
を
得
て
い
ま
す
。
一
方
で

昔
な
が
ら
の
機
械
式
腕
時
計
も
一
定
の
人

気
を
誇
る
な
ど
、腕
時
計
へ
の
ニ
ー
ズ
は
細

分
化
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
部
品
製
造
に

お
い
て
も
、多
く
品
種
の
部
品
を
少
量
ず
つ

生
産
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
数
年
前
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
や
、最
近
で
言
え
ば
東
日
本
大
震

災
や
タ
イ
の
洪
水
災
害
な
ど
、
周
囲
を
取

り
巻
く
環
境
も
激
し
く
変
化
し
て
い
ま

す
。 当

社
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を

切
り
抜
け
る
た
め
、
環
境
の
変
化
に
耐
え

う
る
強
い
体
力
を
持
っ
た
会
社
を
目
指
す

と
と
も
に
、
今
春
竣
工
予
定
の
第
４
工
場

と
共
に
地
元
鹿
児
島
に
密
着
し
鹿
児
島

発
の
も
の
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。 

代 表 者：代表取締役社長 堀内 三壽夫 

所 在 地：鹿児島県日置市東市来町湯田5839 

設立：平成3年7月3日 

資本金：5000万円 

従業員数：330名 

事業内容：腕時計部品製造・加工 

T E L ：099-274-0676 

F A X ：099-274-6676 

U R L ：http://kawa.citizen.co.jp/kagoshima/ 

シ
チ
ズ
ン
時
計
鹿
児
島 

株
式
会
社 シチズン時計鹿児島株式会社 

ローターかな 
寸法2490ミクロン 径557ミクロン 

アンクル真 
寸法1100ミクロン 径300ミクロン 
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中小企業者のみなさま 

を活用して､『地球に優しい企業 』を目指しませんか？ 

この運動は､県民･事業者･行政が一体となり､電気や燃料の消費､自動車
の使用､ごみの排出など身近なところから､地球環境の保全のための具
体的な実践活動に取り組み､かけがえのない地球環境を守り育て､次の
世代に引き継いでいくことを目的としています｡ 

県では､ 
地球環境を守るかごしま県民運動 

を進めています。 

◆ ISO14001､エコアクション21等の認証取得に要する資金又は認証維持のために必要な資金 
◆ 事業の用に供する低公害車の購入又は最新排出ガス規制適合車への買替えであって､ 
次に掲げるものに要する資金(新車購入に限る) 

● 低公害車の新たな購入 
● 使用中のディーゼル車の最新排出ガス規制適合車への買替え 

◆  地球環境保全に資する施設等であって､次に掲げるものの設置に要する資金 
● 特定フロン等の回収装置 
● エネルギーの有効利用施設又は廃棄物の資源化･再生利用施設 

◆ 環境負荷を低減させる製品の開発､製造､販売等に要する資金 
◆ その他､地球温暖化対策に資する施設設備の導入又は事業運営に要する資金 

融資対象者 

融資条件 

融資の流れ 

太陽光発電の

設備資金も 

対象になります 

－ ご相談は最寄りの商工会議所･商工会等へどうぞ － 

融資限度額 運転資金･設備資金  5､000万円 

利 率 １年以内 年1.9％        １年超３年以内 年2.0％       ３年超５年以内 年2.1％ 

５年超７年以内 年2.3％    ７年超10年以内 年2.7％ 

保証料率 年0.13％～年１.58％（リスク考慮型信用保証料率による） 

融資期間 運転資金 7年以内（うち据置24月以内）        設備資金 10年以内（うち据置36月以内） 

償還方法 毎月均等分割 

保証人･担保 保証機関の定めるところによる 

取 扱 
金融機関 

鹿児島銀行､南日本銀行､鹿児島信用金庫､鹿児島相互信用金庫､奄美大島信用金庫､ 
鹿児島興業信用組合､鹿児島県医師信用組合､奄美信用組合､商工中金､福岡銀行､ 
肥後銀行､宮崎銀行､西日本シティ銀行､熊本ファミリー銀行､宮崎太陽銀行 
（県外に本店を有する金融機関については県内営業店に限る｡） 

借入申請に 
必要な書類 

○信用保証委託申込書        ○県民税及び市町村民税の納税証明書 
○地球温暖化対策資金事業計画書 
○その他知事､保証機関及び取扱金融機関が必要と認める書類 

平成２３年４月１日現在 

①相談･申込 

③保証 
②あっせん ④融資 

中小企業者･組合 商工会議所･商工会等 

金融機関 鹿児島県信用保証協会 
奄美群島振興開発基金 

県内で現に営む事業を１年以上継続して営んでいる
中小企業者及び組合で､以下の経費が対象です｡ 

ごみの 
減量化･ 
リサイクル 

事業者に期待される取組 

環境管理 
システム 
の導入等 

省エネルギー型
事業活動の推進 

製品や 
サービスを 
通じた取組 
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１ 

研
究
開
発 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
県
内
の
企
業
や
地

域
の
ニ
ー
ズ
、シ
ー
ズ
を
捉
え
た
研
究
開

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。主
な
研
究
分
野
と

研
究
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

① 

工
業
基
盤
技
術
研
究
事
業
（
基
盤

研
究
）
…
技
術
創
出
研
究
（
新
た
な

シ
ー
ズ
創
出
の
基
盤
研
究
）と
技
術

高
度
化
研
究（
企
業
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
基
盤
研
究
）
で
11
テ
ー
マ
実

施
し
て
い
ま
す
。こ
の
基
盤
研
究
で

成
果
が
あ
り
、
実
用
化
を
視
野
に
入

れ
た
研
究
と
し
て
以
下
の
主
要
研

究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
14
テ
ー

マ
） 

② 

地
域
資
源
の
高
度
利
用
研
究
事

業
…
火
山
噴
出
物
（
シ
ラ
ス
）
高
度

利
用
、
竹
炭
の
利
用
な
ど 

③ 

生
産･

加
工
シ
ス
テ
ム
開
発
研
究

事
業
…
長
寿
命
鍛
造
工
具
の
開

２ 

研
究
成
果
と
特
許
及
び
実
用
化 

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
と
し
て
実
用

化
さ
れ
て
い
る
製
品
を
紹
介
し
ま
す
。 

①
鹿
児
島
市
の
市
電
軌
道
敷
の
シ
ラ

ス
緑
化
基
盤 

            

②
摘
果
し
た
青
切
り
小
み
か
ん
を
利

用
し
た
桜
島
小
み
か
ん
ド
レ
ッ
シ

ン
グ 

          

③
川
辺
仏
壇
の
製
造
技
術
と
レ
ー
ザ
ー

加
工
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
小
型
精
密
仏

壇
（
大
き
さ
で
従
来
品
の
１
/
３
の
サ
イ

ズ
）
が
商
品
化
さ
れ
て
好
評
で
す
。 

           

３ 

特
許
取
得
と
実
施
権
許
諾 

研
究
成
果
と
し
て
こ
れ
ま
で
当
セ
ン

タ
ー
は
特
許
を
48
件
取
得
し
、
現
在
21
件

出
願
中
で
す
。
さ
ら
に
、
19
件
の
特
許
に

つ
い
て
は
実
施
権
を
21
企
業
に
許
諾
し
て

製
品
化
し
て
い
ま
す
。
実
施
権
許
諾
の
内

容
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
相
談
下
さ
い
。 

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
県
内
企
業
の

要
望
に
応
え
な
が
ら
今
後
も
研
究
開
発
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。 

(

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー 

０
９
９
５-

４
３-

５
１
１
１
） 

発
、
小
型
金
属
部
品
の
成
型
な
ど 

④ 

バ
イ
オ･

食
品
開
発
研
究
事
業
…

新
規
焼
酎
製
造
の
開
発
な
ど 

⑤ 

環
境･
生
活･

デ
ザ
イ
ン
技
術
開
発

研
究
事
業
…
仏
壇
の
小
型
精
密

化
、
焼
酎
粕
の
利
用
開
発
な
ど 

⑥ 

電
子･

情
報
技
術
開
発
研
究
事

業
…
電
磁
波
や
静
電
気
発
生
箇
所

検
出
装
置
の
開
発
な
ど 

 

他
に
、
新
素
材･

新
材
料
開
発
研
究
事

業
、
大
島
紬
製
造
工
程
省
力
化･

デ
ザ
イ

ン
開
発
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
九
州･

山
口
各
県
工
業
系
公
設
試
連

携
事
業
、
国
や
Ｊ
Ｓ
Ｔ
な
ど
の
公
募
提

案
型
研
究
開
発
事
業
に
も
積
極
的
に
応

募
し
て
、外
部
資
金
も
獲
得
し
な
が
ら
研

究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

第
４
回
目
の
今
回
は
研
究
開
発
と
 

そ
の
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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鹿児島ＴＬＯでは鹿児島大学･鹿児島高専･鹿屋体育大学の研究者の研究成果を企業の新規事業等へ活用

していただくために､産学官連携や技術移転活動を行っています｡今回は鹿児島大学が出願し､ 

鹿児島ＴＬＯが移転活動を行っている下記発明を御紹介致します。  

【問い合わせ先】 

株式会社鹿児島ＴＬＯ 【 http://www.ktlo.co.jp/ 】 

〒890-0065 鹿児島市郡元１－２１－４０ 鹿児島大学産学連携推進機構棟２階 

TEL  099-284-1631 FAX 099-284-1632  E-Mail  info@ktlo.co.jp 

この発明を製品化してみませんか？  

【出願人】  国立大学法人鹿児島大学 【発明者】鹿児島大学理工学研究科教員 

【出願番号】 特願２００６-１３９８７４ 【出願日】２００６年５月１９日 

【発明の概要】 自然界に豊富に存在するセルロースに、新しい性質を加える研究です｡ 

研究シーズの紹介 

  【解決したい課題】 
セルロースは自然界に最も豊富に存在する有機資源の一つであり、これらから化石資源

に頼らない材料合成が期待されているが、強固な結晶構造をもつため加工性が悪く、新

しい材料としての利用法を開拓するのは困難である。 

近年、イオン液体（※)にセルロースがよく解けることが見出され、その性質を用
いて、セルロースと高分子イオン液体とのハイブリッド化に成功した！

※イオン液体の特徴・・・イオンでありながら常温で液体であり、
蒸気圧がほとんどない（不揮発性）

セルロースを含むもの
・木材パルプ
・木綿
・繊維セルロース
・木材
・竹

イオン液体（※）に溶解
水素結合分解

柔軟性のあるセルロース！
イオン性のセルロース！ が誕生♪

生成物

考えられる用途・・・
電極、ﾊﾞｲｵﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、電子部品
他にも多分野への応用が考えられます

鹿児島大学との共同

研究のお申し込みを

お待ちしておりま

す。 

フィルムやゲル状に加工可能 

→セルロースの加工性の向上 

イオン性材料 

→電気・電子分野に応用可能 
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平
成
23
年
度 

第
３
回
ラ
ボ
ツ
ア
ー
開
催 

11
月
４
日
（
金
）
、
鹿
児
島
大
学
農
学
部

の
ラ
ボ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

ラ
ボ
ツ
ア
ー
は
、
大
学
等
が
保
有
す
る
研

究
シ
ー
ズ
を
県
内
中
小
企
業
に
紹
介
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
22
年
度
よ
り
「
産
学
官

連
携
サ
ポ
ー
タ
ー
設
置
事
業
」
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
23
年
度
第
３
回
目
と
な
る
今
回
は
、

県
内
の
酒
造
業
、
農
業
関
係
、
果
樹
園
な
ど

39
社
58
名
の
参
加
が
あ
り
、
大
学･

行
政
等

を
含
め
合
計
112
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

【 鹿児島大学農学部ラボツアー開催風景 】 

◇
◆
農
学
部
生
物
生
産
学
科 

冨

永

茂

人

教
授
◆
◇ 

「
温
暖
化
に
対
応
し
た
高
品
質
亜
熱
帯
果

樹
類
の
導
入
と
栽
培
技
術
の
確
立
」 

カ
ン
キ
ツ
類
へ
の
温
暖
化
の
影
響
と
そ

れ
に
対
応
し
た
新
規
亜
熱
帯
果
樹
の
導
入

お
よ
び
栽
培
技
術
に
つ
い
て
の
研
究
説
明
。 

ウ
ン
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
を
例
に
、温
暖
化
対

策
と
し
て
、適
正
着
果
量
管
理
や
反
射
シ
ー

ト
マ
ル
チ
遮
光
処
理
、カ
ル
シ
ウ
ム
剤
散
布

等
の
実
施
効
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

◇
◆
農
学
部
生
物
環
境
学
科 

河

野

澄

夫

教
授
◆
◇ 

「
近
赤
外
分
光
法
に
よ
る
食
品
の
品

質･

危
害
の
迅
速
測
定
」 

近
赤
外
分
光
法
に
よ
る「
果
実
の
糖
度
測

定
」
や
「
牛
乳
の
主
要
成
分
及
び
一
般
生
菌

数
の
測
定
」
等
に
つ
い
て
測
定
原
理
や
実
験

結
果
の
説
明
が
あ
り
、
近
赤
外
分
光
法
に
つ

い
て
は
、今
後
益
々
利
用
が
進
ん
で
行
く
だ

ろ
う
と
語
ら
れ
ま
し
た
。 

◇
◆
農
学
部
焼
酎･

発
酵
学
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー 

髙

峯

和

則
准
教
授
◆
◇ 

「
コ
ガ
ネ
セ
ン
ガ
ン
の
芋
焼
酎
好
適
性
の

理
由
は
科
学
的
に
解
明
で
き
る
か
！
」 

「
本
格
い
も
焼
酎
製
造
工
程
概
略
図
」
の

説
明
と
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
紹
介
。 

甘
い
香
り
を
持
つ
コ
ガ
ネ
セ
ン
ガ
ン
を
原

料
と
し
た
焼
酎
に
は
特
有
の
甘
味
が
感
じ

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
科
学
的
に
解

明
す
る
研
究
が
フ
ル
ー
テ
ィ
な
香
り
の
焼

酎
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
寄
与
す
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

◇
◆
農
学
部
生
物
環
境
学
科 

紙

谷

喜

則

准
教
授
◆
◇ 

「
機
能
水
の
種
類
と
効
果
」 

食
品
製
造
時
の
衛
生
管
理
と
廃
棄
物

処
理
問
題
を
も
と
に
、
薬
剤
使
用
の
限
界

か
ら
強
酸
性
電
解
水
機
能
水
を
用
い
た
殺

菌
方
法
に
つ
い
て
の
研
究
説
明
。 

「
お
持
ち
帰
り
寿
司
に
お
け
る
衛
生
試

験
結
果
」
や
「
主
要
微
生
物
に
対
す
る
機

能
水
の
殺
菌
の
効
果
」
、ま
た
キ
ュ
ウ
リ
の

葉
面
に
電
解
水
を
散
布
す
る
こ
と
で
、
う

ど
ん
こ
病
防
除
と
収
量
増
の
結
果
が
得
ら

れ
た
等
、
示
さ
れ
ま
し
た
。 

◇
◆
農
学
部
生
物
生
産
学
科 

李

哉

泫

准
教
授
◆
◇ 

「
農
業
を
ベ
ー
ス
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
づ
く
り
」 

企
業
の
農
業
参
入
を
支
援
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
づ
く
り
の
事
例
紹
介
。 

商
品
開
発
時
の
嗜
好
ア
ン
ケ
ー
ト
の
採

取･

解
析
を
重
視
し
た
開
発
企
画
等
が
紹

介
さ
れ
、
特
に
農
業
サ
イ
ト
の
情
報
を
持

た
な
い
参
入
企
業
に
と
っ
て
は
、
リ
サ
ー

チ
と
プ
ラ
ン
策
定
を
確
実
に
行
う
こ
と
で

リ
ス
ク
軽
減
が
期
待
で
き
る
と
い
う
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、「
新

た
な
情
報
や
人
脈
を
得
る
こ
と
が
で
き
満

足
し
た
。
」と
多
数
の
方
か
ら
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
の
産
学
官
連
携
課
で
は
、

平
成
24
年
３
月
２
日
（
金
）
に
鹿
児
島
高

専
と
共
催
で
ラ
ボ
ツ
ア
ー
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。 

ま
た
昨
年
同
様
、
公
募
型
事
業
説
明
会

を
２
月
23
日
（
木
）
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
省
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術

振
興
機
構
、
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
や
総
務

省
の
事
業
説
明
を
実
施
予
定
で
す
。 

鹿
児
島
県
産
業
立
地
課
の
事
業
説
明

お
よ
び(

財)

か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
の
事
業
説
明
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。 

皆
様
方
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

【 研究室見学と実験説明（河野教授）】 
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受発注情報 

当センターでは、仕事を発注･受注したい企業の希望条件（設備・技術力等）に見合った取引
の紹介あっせんを行っております。あっせんの御希望がありましたら御連絡ください。 

【問い合わせ先】ビジネス支援課 TEL:０９９－２１９－１２７４  FAX:０９９－２１９－１２７９ 

E-MAIL:business@po.kric.or.jp 

 

 

新規登録企業紹介 
★各企業の希望に応じた取引の紹介･あっせんを円滑に行うために､当センターへの企業登録をお願いしています｡ 
 登録･取引の紹介･あっせんは､すべて無料です｡登録申込書は､ホームページからダウンロードできます｡ 

（http://www.kric.or.jp） 
★今年度新たに次の企業から登録の申込みがありましたので､ご紹介します｡ 

◆発注企業 

 
 

◆受注企業 
 
 

登録番号 企 業 名 所 在 地 
資本金 

(万円) 

従業員数 

(人) 
業 種 主要製品等 

H34145 (株)熊本アイディーエム 熊本県合志市 2,500 ２０ 一般機械器具製造業 電子部品､医療機器､自動機 

◆発注情報 
 ＊九州合同発注開拓調査(２回目)で発注申し込みがあった一部を掲載しました。 
  なお､お手元に届くまでにあっせん済みになっている場合もありますので､その際はご了承をお願いいたします。 

所在地 発注品目  数量  加工内容  
発注条件  

必要設備  材料  

神奈川県 金属切削部品 (近い将来) 1ヶ～ 
100ヶ フライス､旋盤加工 マシニング､NC旋盤 金属全般 

岡山県 婦人服 100～ 
500枚 裁断～縫製～仕上 裁断設備､本縫いミシン､各種特殊ミシン､仕上げプレス機 布帛 

岡山県 航空機､自動車､産業機械､治具設備 協議 中型･大型機械加工
､製缶 同左加工設備 一式 ＳＳ４００､アルミ 

山口県 食品加工機械の部品製作､装置製作､現地工事 
少量 
多品種 

製缶・板金､機械加
工､装置製作等 

製缶・板金：Tig溶接､レーザー加工機､ 
バフ研磨他 
機械加工：ＭＣ､ＮＣ旋盤､中ぐり盤他 

SUS304主体､ＳＳ
400､アルミ､ＢＣ等 

佐賀県 

ハーネス (近い将来) 6,000～ 
20,000 
ヶ／月 

組立 アプリーケーター､導通検査機等 ポリプロピレン等 

インナーレンズ (近い将来) 射出成形 射出成形機（100～450t） ポリカ・アクリル等 

薩摩郡 金型部品 協議 
フライス､研磨､プ
ロファイル､放電､
ワイヤ 

フライス盤､研削機､プロファイル機､ 
放電加工機､ワイヤー加工機 

超硬全般､ 
スチール全般 

№ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

発注情報  

登録番号 企 業 名 所 在 地 
資本金 

(万円) 

従業員数 

(人) 
業 種 主要製品等 

J34371 (株)飯塚製作所 姶良市 2,000 ９８ 一般機械器具製造業 
シートベルト部品､ステアリング部品､

エアーバック部品 

J34372 ＡＧＲＥＥ 薩摩川内市 個人 １ 一般機械器具製造業 省力化装置（組立､修理､設計） 
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問い合わせ 【上野原ビジネスプラザ 】 TEL:0995(45)3511 FAX:0995(48)5270 

「 経 営 革 新 道 場 」  
が開設されました 

鹿児島県産業立地課及びかごしまモノづくり推進協議会と、㈱トヨタ車体研究所が
協力して準備を進めてきた「経営革新道場」が、１１月２９日（火）に当センター上
野原ビジネスプラザにて開設されました。 
経営革新道場は、県内の企業に対して経営視点による企業力向上へのカイゼン活動

と、その定着化を図ることを目的として、企業の経営課題の明確化及び具体的な目指
す姿（数値目標）と現状の実態から問題を明らかにし、全社的な活動になるように課
題出しから計画づくりまでを学びます。 

こんなことでお困りではないですか？ 

○人が育たない、育てられない      ○生産体制・管理ができていない 

○従業員がついてきてくれない      ○ムリ・ムラが多く効率的でない 

○クレームや不具合が多い        ○活動してもなかなか定着しない 

 

経営革新道場では、（株）トヨタ車体研究所が培ったノウハウを生かしてトータルで企業の

サポートをおこないます。 

 
(問合せ先) 株式会社トヨタ車体研究所 経営企画部 事業推進室 RAPｸﾞﾙｰﾌﾟ ＴＥＬ：0995-48-2808 

道場開所式 道場内風景 道場ガイダンス 


